
 「好酸球性食道炎に対する臨床病理学的検討」に関する研究に関して 

 

2012 年 1 月から 2018 年 10 月までに、当院において、好酸球性食道炎と診断された患者

さんの内視鏡を中心とした画像診断、病理所見、臨床像を検討することを当院の倫理委員

会において承認を得ました。 

好酸球性食道炎は食道粘膜に好酸球浸潤をきたし、嚥下困難や胸焼け、心窩部不快感な

どの症状をきたす疾患です。欧米を中心として、2000 年前後から増加しつつある疾患で、

本邦では稀な疾患とされていましたが、近年、本邦でも増加しつつあります。成因として

食物アレルギーの関与が考えられていますが、予後や適切な治療法については不明な点が

多いです。 

このような背景のもと、本研究の目的は、好酸球性食道炎の臨床病理学的な検討を行い、

拾い上げ診断に適した内視鏡画像を明らかにし、さらに、適切な治療方針を確立すること

です。 

この研究は過去の検査結果をカルテから収集する後方視研究であり、患者さんの個人デ

ータが外部に漏れる心配はありません。研究結果は個人情報を省いた形で、学会報告なら

びに学術論文として公表する予定です。本研究において、利益相反はありません。疑問の

ある方は、下記問い合わせ先に遠慮なくご相談ください。 
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